


要約:日齢 5 のラットを麻酔後、両側頚動脈閉塞(BCAO)のみを行った B 群(n=12)、および

BCAO 後 Doxapram(DOX)50mg/kg を腹腔内投与した B+D 群(n=10)について日齢 7 に灌流固定

後、バラフィン切片を作製し組織学的検討を行った。HE 染色において、白質粗鬆化の程

度は B群に比べて B+D 群で強かったが、灰白質での神経細胞死の程度は両群間に差を認め

なかった。GFAP 陽性グリアはコントロールに比ベ B群では皮質、海馬で増加し、B+D 群で

は脳梁、内包、皮質、海馬で増加していた。また、B 群と比べ B+D 群では脳梁、内包、海

馬で増加し、その差は内包で最も顕著であった。以上より、日齢 5 ラットにおける BCAO

負荷は白質優位の粗鬆化、軽度のグリア活性化を惹起することが示された。また DOX 投与

により白質病変が増強されたことから、DOX は発達脳の白質病変形成に関与している可能

性が示唆された。


